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〈論 説 〉
アメ リカ植 民地 国家 とフィ リピ ン国民 の創 造
一 『1903年セ ンサ ス』 に見 る一 一
永 野 善 子
は じめに
本稿 は,『1903年セ ンサス』(CensusofthePhilippines:1903)mを題材 とし
て,20世 紀 初頭 フ ィリ ピンにお け る植民 地 国 家の 人 口把 握 方法 を明 らか に
し,ア メリカ植民地支配 ドの フィリピ ン国民の創造過程の特徴 に接近する試み
である。別言す れば,本 稿 の課題 は,『1903年セ ンサ ス』 を とお して フ ィリピ
ンにお ける植民地国家の人口把握 方法 を解明す るこ とにある。そ こで,本 論に
入る まえに,あ らか じめ,「人口調 査」}「セ ンサ ス」,「国勢 調査」 とい う用語
をそれぞれ どの ように定義 し,ど う使 いわけてい るのか を明 らかに してお きた
い 。
まず は じめに,「人日調査」 は,一一定地域 の人口 に関す る調査 を意味す る も
の であ り,あ えて定義す る まで もない用語 であろ う。 ところが,「セ ンサ ス」
と 「国勢 調査」 は,そ れぞ れ微 妙 に異 な った 意味 合 い を もつ 用 語 で あ る。
『オ ックス フォー ド英語辞典』(TheOxfordEnglishDictionary)による と,「セ
ンサ ス」には, __つの意味があ る。 第1に ,古 代 ローマにお ける,課 税 を目的
とした市民お よびその財産の登録,第2に,人 頭税 などの税金}第3に,一 国
もしくは 一地域 の公式の人口調査お よびそれに付 随 したさまざまな統計,で あ
み%他 方,「世 界 大 百科 事 典』 に よれ ば,「国勢 調 査」 は,「人 ロ セ ンサ ス
populationcensusの訳語 と して使 われ る こ と もあ るが,日 本 で は,統 計 法
(1947年5月施行)に 基づ き,政 府が全 国民 について行 う人 口に関す る調査 を
国勢調 査 と呼 ぶ」沖 とされて いる。 とす る と,「セ ンサ ス」に は,大 別 して,
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近代 的セ ンサス,す なわち国勢 調査 と,そ れ以前 の人日調査 の 二つがあること
になる。
ところで,『ブ リタニ カ国際大 百科事典』 によれば}「ある特 定の属性 をもつ
個 々人を確認 した り把握 した りす るため というよ りも,す べての人 々と社 会の
基本的構 造 と動向 を知る 目的 をもって,人 々の 重要な属性 を全部調査す る とい
う近代的 な人ロセ ンサスの考 え方が現れて きたのは,17,18世紀 になってか ら
で あった」伽,と い う。近代的 セ ンサ スの施行 に は,国 家の領域確 定が 不可欠
であ り,し たが って明確 な国境 を示す 国L地 図の準備 を必 要 とす る。す なわ
ち,植 民 地国家 において近代 的セ ンサ スが施行 され始め る過程 は,そ れが ひと
つの 「領域 国家」 としての体 裁 を整 え始め,「国家が 国境の内部 の 『領 土』 と
して確立」{・す る過程 と機 を 一・にす る もの とい えよ う。そ して,今 日見 る よ う
な完成 された近代的 セ ンサス,す なわち国勢調査 という制度が,そ れぞれの国
家権力 によって長いプロセスを経 なが ら形づ くられ てい ったこ とになる。
以下では,『1903年セ ンサ ス』の内容分析 に入るまえに,フ ィリピンで1903
年 にセ ンサスが実施 された政治的背 景について概観 してお こう。
11903年センサス実施の政治的背景
広 く知 られ るように,ア メリカが スペ インに代 わって フィリピン諸島の領有
権 を獲得 したの は,米 西戦争 を経て1898年12月に締結 されたパ リ講和条約 に
よる ものであ った。 ところで この時期 は,フ ィリ ピン革 命の 真っ只中 にあ っ
た。 したが って,ア メ リカは,フ ィリピン全土 に広がった革命 の嵐 を鎮圧す る
ため に,フ ィリピン全土 を軍政一ドにお き,い ったん誕生 したフ ィリピン共和 国
(マロロス共和 国)を 陥落 させ,各 地 で全 面的軍事作戦 を展 開 したのである。
こうしてア メリカ軍の手 に落 ちた地域 ごとに州知事や町長な どの地方首長選挙
を実施 し,統 治体制 を確 立 していった。ア メリカが フィリピンの平定作戦完 了
を宣言 したの は,1902年7月4日 にな ってか らの こ とであ ったが,そ の後 も
山地部で叛乱が続 き,ミ ンダナオ,ス ールー諸 島は長 ら く軍政下 に置かれたま
まであ った{fil。
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アメリカ統治 ド初のセ ンサスは,こ の ような状 況の なかで実施 された。 それ
ではなぜ1903年にア メリカ統治下初の セ ンサ スが実 施 されたのであ ろ うか。
この点 について,す でにい くつかの研 究で議論 され てい るが,1905年に4巻
本 と して出版 された 『1903年セ ンサ ス』第1巻 の序論 が,な に よ りも明確 に
その理由 を今 日に伝 えている。それは,次 の文章か ら始 まっている。
「4巻か ら成 る1903年フ ィリ ピン ・セ ンサ ス報 告は,[フ ィリピ ン]諸
島の人LIと資源に関す る,は じめての完壁 な報 告書であ り,高 い水準 を維
持 す る ア メ リカの セ ンサ ス実 施 方 法 に 基づ い て作 成 され た もの で あ
る」17/,と。
この序論 は38頁 に もわたっているが,そ の内容 は大別 して,セ ンサ ス実施
の背景 とセ ンサ スの実施 方法の 二つか ら成る。そ こで,ま ず,セ ンサ ス実施 の
背景につ いての記述 を整理す る と,要 点はつ ぎの三つであ るc、
第1に,セ ンサスの実施が アメ リカによるフィリピンのfi定作戦の完 了のあ
か しであ ったこ とで あ る。 この こ とは,1902年7月1日 にア メリカi議会 で制
定 された,フ ィリピン諸島におけ るセ ンサスの実施 に関す る法律に謳 われてい
る。それ による と,「フ ィリピ ン諸 島で現在続 いている叛 乱が終息 し,全 面的
かつ完 壁 な 平和 状態 が確 立 され,そ の 事実 を フ ィリピ ン委 員 会(Philippine
ommisslon)がア メリカ大統領 に対 して証 明 した と き,大 統 領はそ の事実 を
確認の うえ,フ ィリピン委員会に対 しフィリピン諸 島でセ ンサスを実施す る よ
う命 じるこ とが で きる」脚,と されて いる。 ここにセ ンサ スの実施 主体 と して
登場 した,フ ィリピン委 員会 とはa第2次 フ ィリピ ン委 員会の こ とで,1907
年 まで行政お よび立法権 を掌握 した,フ ィリピンの最高決議機関である。 この
委 員会は,初 代委員長 とな り,そ の後,初 代民政長官に就任 したウ ィリアム ・
H・ タフ ト(GilliamH.Taft)の名 をとって,タ フ ト委員会 とも呼ばれた。
第2に,セ ンサ スの実 施が,フ ィリピ ン人の議員 か ら成 る フ ィリピ ン議 会
(PhilipPineAssembly)の発足の条件であったことである、,この フィリピ ン議i
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会 は,上 述の フ ィリピ ン委員会 とともに1907年か らフ ィリピ ンの二 院制 議会
を構 成す るこ とになった もので,以 来1916年まで フ ィリピン委員会がL院,
フ ィリピン議会が下 院の役割 を果た した。 このフ ィリピ ン議会 を発足 させ るた
めには,同 議 員選 出のための総選 挙が必要 であ った。 この ため,ヒ 述 の1902
年7月1日 の法律では,セ ンサ スの完 ∫とその出版の2年 後に,モ ロもしくは
その他の非 キ リス ト教徒種族の居住地域 を除 く地域 で治安が維持 されていた場
合 に,ア メ リカ大統領は フィリピ ン委 員会 に対 しフ ィリピン議 会議員選 出のた
め の総選挙 を実施 する よう命 じることがで きる,と されていたのであるI」IO
ところで1903年セ ンサ ス実施の背 景 として,忘 れてはな らない点が もうひ
とつある。従来の研究 では,L記 の2点 がセ ンサ ス実施の政治的背景 として頻
繁 に取 り ヒげ られ て きた ように思 われるが,筆 者 はつ ぎの点が,193年 セ ン
サ スの性格 を理解す るうえで,よ り重み を もつ ので はないか と考えてい る。そ
れは,初 代民政長官 タフ トが1902年12月24日に発 したセ ンサ ス実施 布告の
なかに示 されてい る。
この布 告は,セ ンサ ス実施 日を1903年3月2Flに決定 したこ とを明 らか に
した もので あるが,セ ンサ ス実施 の前提 として,1900年4月7日 にマ ッキ ン
レー大統領が フ ィリピン委員会に対 して送 ったフ ィリピン統 治に関する大統領
指示書 に触 れてい る。 この指示書 は,ア メリカの領有の もとで フ ィリピンに可
能な限 り自治 を与 える こ とを約 束 した もので,1898年12月21日の 「恩 恵的
同化宣言」(BenevolentAssimilationProclamation)にもとついて作成 された
ものである。 タフ ト長官 は上述 のセ ンサ ス実施布告のなかでつ ぎの ように述べ
てい る。
「1900年4月7日に発布 されたマ ッキ ンレー大統領 の政 策に したが いT
フィリピン委員会は フィリピン諸島の住民 に対 して,町 議会 につ いては完
全 な 自治 を,そ して州議会 につ いて は部分的 な自治 を供与 して きた。実際
に経験 を積 む ことに よって,フ ィリピン諸 島の有権者 としての資格 を もつ
人 々は 自治の技術 を学びつつある。 …セ ンサ スの実施 はフィリピン自身の
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議会開催 にむけた総選挙 を行 うために必要不 可欠であ る,,…フ ィリピン委
員会 によって制定 されたセ ンサス法の条項 に よって,セ ンサ スは フィリピ
ン人の 手元 に置かれ,フ ィリピン人の管理 ドに置かれるこ とになろ う。 セ
ンサ スの実施は,し たがって,フ ィリピン人が政府の最 も重要 な機能を担
う能力 を試す ことになろ う。…押,と 。
こ うして・1903年セ ンサ スは,植 民地 の 自治 を軸 とした ア メ リカの フィ リ
ピン統治政策の要 として位置づけ られていた。 そのこ とは,同 時に,ア メリカ
流のセ ンサスによって フィリピ ン諸 島の住民 を掌握 し,ス ペ イ ンとは異 なる形
態 で植民地支配 を貫徹 させ ることをね らったこ とを意味す るものであ る。 ア メ
リカの対フ ィリピン統治政策はた しかに当初か らある程度 自治 を保 証す る もの
であったが,そ れはフィリピン人がアメ リカ流 のセ ンサスの実施主体 とな り,
フ ィリピ ン人が ア メリカ流の人口分類方法でみずか らを分類するこ とを前提 と
す る ものだった といえよう。
皿1903年センサスの実施体制
それではア メリカ大統領 は どの よ うなセ ンサ スの実施 を命 じたので あろ う
か。再 びh述 の1902年7月1日 にアメ リカ議会で制定 された法律 に よる と,
それはつ ぎの よ うな もの であった。す なわ ち,「セ ンサ スは人口に関わる調 査
を実 施 し,す べ て の住 民 の氏 名,年 齢,性 別,人 種(racc)もし くは 種 族
(tribe),現地 生 まれか外 国生 まれ か,ス ペ イ ン語,現 地 の地 方語(dialect)
も しくはrAy{.a語,あるい は英語 の読 み書 き能 力,就 学状 況,住 居所 有状 況,1二
業 ・社 会関係統 計iお よび島,州(province),町(municipality),も しくは
その他行政 区画ごとのその他の情報 について,可 能なか ぎ り包括 的な報告書 を
作成する」(111Yと。
そ して1902年9月25日 に,ア メリカ大統領セオ ドア ・ローズベル トはフ ィ
リピン委貝 会にセ ンサスの実 施 を命 じyさ らに9月30日 には合衆 国国勢調 査
局(UnitedStatesCensusBureau)に対 してセ ンサスの集計整理 を行い,最
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終報告書 の印刷 と配布 を行 うよう指示 したのであるuz10
こ うしてフ ィリピンで は じめての戸別 調査 に基づ く人ロセ ンサス,す なわち
国勢調査が実施 され ることになった。国勢 調査実施にあた り・ フ ィリピン全 ヒ
が,「平 定完 了地 区 人口(civilizedpopulation)」と 「未.ii定地 区 人口(wild
population)」に大分類 され,人 ロセ ンサ ス調査地 区 を編 成す るため の地 図の
作成が 試み られた。 また,こ の大がか りな調査の準備 と実施 にかかわる,有 能
かつ スペ イン語 に熟達 したフ ィリピン人担 当官の確保が必要であった。 アメ リ
カは本国以外では,す で にキューバやプエ ル トリコで国勢調査 を実施 した経験
があ り,フ ィリピンで もその経験 をいか して国勢調査の実施 に臨んでい たが,
キ ューバや プエ ル トリコ と決定 的 に異な った点 は,平 定完 了地 区では,州 知
事,町 長,町 議 会評議員な どの地方行政官が,ま た未平定地区では,ア メリカ
軍 人や フ ィリピン ・ス カウツ(PhilippineScouts,フィリピン人のア メリカ軍
補助部隊)が,国 勢調査担当官 に任命 されたこ とである(1:310
『1903年セ ンサ ス』第1巻 の 序 論 を 書 い た,同 セ ンサ ス長 官J・P'サ ン
ジャー(J.P.Sanger)少将 は,つ ぎの ように述べている。
「つ まる ところ,ア メ リカ式 セ ンサ スの実施 は,平 定 され地方 首長が選
出 された諸州の州知事や町長,町 議会評議員,そ して 可能 なか ぎり,す べ
ての地方有力者層(principalia)の動員 な くして は不 ロ∫能であ った。セ ン
サス実施にあた り,以 前 と同様今C1にお いて も大衆に対 して きわめて大 き
な影響力 をもつ,こ れ らの階層 の人々の協力 を背後か ら得 るこ とが きわめ
て重要 であ った。 このため,以 ドの ことが定め られた。す なわち,平 定 さ
れ地方 首長が選出 された州が国勢調 査監督官地 区(supervisorlsdistrict)
とな り,州 知事はその監督官 に任命 される。行政町の町長や少数民族地区
の 首長(chiefofrancheria)は特別担 当官 に任命 され,彼 らが担当す る町
や地区の国勢調査の遂行 に対 して責任 を もつ。そ してで きるだけ多 くの有
能 な町議会評議 員や地 方有力・者層 を国勢 調査 員(enumerator)に任 命す
る。モ ロやその他 ミンダナオ島の非平定住民の国勢調査 については,同 地
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区 に駐留す るアメ リカ軍 人が フィリピン人以 ヒの影響力 をもつ と考 えられ
たため,彼 らが監 督官 としての役割 を務めた。そ してで きるだけ多 くの信
頼 しうる 首長(dato)が特 別担 当官 に任 命 され ることになった」ll4},と 。
1903年セ ンサ ス長官サ ンジャー に よれ ば,当 時の フ ィ リピ ン諸島の平 定完
∫地区人口は700万人であ った。 これ らの住民が居住す る地域 についてで きる
だ け詳 しい地図が地 方首長たちに よって集 め られ,そ れぞれの州 の町,市 街区
(township),村(barrio),村落(sitio),少数民族地区(rancheria)の位置 と
面積の確 認作業が地図の不備か ら困難 を伴いなが らも実施 された。 この結果,
人口2000人を超 える行政 町は分割 され,ま た1000人未満の町 は隣接 町 と合併
され た。国勢 調 査実施 の た めの実 施地 区単位 が,都 市 部 では 人 口1500人未
満 ・農村部 では1000人未満 と定め られたため,そ れに合わせ て行政町の再編
が実施 されたのであ る(151。
これ らの地域 で戸別調査 を実施す るには,お よそ6000人の 国勢 調査員が必
要 と考え られた。 これ は,1調 査地 区あ た り1人 の調査 員 と10調査地 区 に対
し1人 の 予備 調 査員が 必 要 との判 断 か ら算 出 され た数値 で,こ れ に加 え て
1100人か ら1200人の特別担当官 と…定数の特 別調査員が必 要であった。サ ン
ジャーは,'ド定完 ゴ人「1700万人の うちスペ イン語 人C-]は70万人 と推 計 し,
さらにマニ ラ大 司教庁 の推 計 に したが い,十 分 な教 育 を得 た 人々はせ いぜ い
7000人程度であ った としている(is7。この ことは,国 勢調査実施 にあた り,フ ィ
リピン委員会が人員の確保 に相 当苦慮 したことを示す事実 といえ よう。
さて,前 述の よ うに,国 勢調査 員に よる戸別調 査は1903年3月2日 に開始
された。 しか し,全 国規模 の人口に関わ る戸別調査は,1903年セ ンサスの第1
段 階 にす ぎなか っ た。実 際,1903年セ ンサ スは,ス ケ ジュー ル1か らス ケ
ジュール6に よって構 成 された。ス ケジュー ル2は ,農 業関係統計 調査であっ
た。農業 関係 につ いて も住民 の農地保 有状況 につ いての 戸別 調査が実施 され
た。 スケジュール3は 教育 と学校 関係,ス ケ ジュール4は 住民の死亡 数 ・死亡
率 について,ス ケジュール5は 社会関係統計 で,道 路 ・鉄道 ・電信 などの イン
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フラ,保 険 ・金融,賃 金 な どが扱 われ,ス ケジュール6は 製造業関係 の統計の
収集 が 目的 とされた。 こう して収 集 されたデ ー タが集計 され て,1905年に合
衆 国 国勢 調 査局 か ら 『1903年セ ンサ ス』(全4巻)と して刊 行 され たの で あ
る{17)Q
『1903年セ ンサス』 は,当 時の フ ィリピンの社 会経済状 況 を伝 える貴重 な歴
史資料である ことはい うまで もない。 さらに,そ れは,ア メ リカが領有当時の
フィリピンをどの ような枠組みで とらえようとしていたのか,そ してフ ィリピ
ンに対 して どの ような統 治方式 を持ち込 もうと していたのかを,わ れわれに伝
えてい るのであ る。以下では,『1903年セ ンサ ス』におけ る人口分類方 法に焦
点 をあてなが ら,ア メリカの フ ィリピン統 治 方式 とその背 景 となる イデオ ロ
ギーについて議論す ることに したい。
皿 『1903年セ ンサ ス』 の人 ロ分 類方法
公 刊 さ れ たX1903年 セ ンサ ス』(全4巻)の う ち,第2巻 が 「人 口 」(Popu-
lation)であ る 。 す な わ ち,同 第2巻 は,人 「1センサ ス そ の も の で あ り,国 勢
調 査 の 集 計 結 果 が 千 頁 余 りの な か に収 録 さ れ て い る 。
と こ ろ で,『1903年セ ンサ ス 』 の 人 「1分類 方法 に つ い て フ ィ リ ピ ン 人 研 究 者
に よ っ て 近 年 発 表 さ れ た研 究 が 二 つ あ る。 ひ とつ は,ベ ニ ト ・M・ ベ ル ガ ラ ・
ジ ュ ニ ア(BenitoM,Vergara,Jr.)の著 書{}g}であ り,も う ひ とつ は,ビ セ ン
テ ・L・ ラ フ ァエ ル(VicenteL.Rafael)論文　〈,1であ る。 こ の 二 つ の 研 究 は,
い ず れ も 『1903年セ ン サ ス』 の 人 口 分 類 方 法 に 見 ら れ る 人 種 的 偏 向 を批 判 的
に と ら え た もの で あ る 。
前 者 の ベ ル ガ ラ の 研 究 で は,ま ず 『1903年セ ン サ ス 』 が,フ ィ リ ピ ン諸 島
の 住 民 を,「 平 定 完 了 地 区 人 口 」(civilizedpopulation)と「未平 定 地 区 人 口 」
(wildpopulation)に分 類 し た こ と に 注 目す る 。 「1903年セ ンサ ス 』 に よ る
と,平 定 完 了地 区 人 口 は698万7686人 で あ り}他 方,未 平 定 地 区 人 口 は64万
7740人で あ っ た 。 ベ ル ガ ラ は,1903年 セ ンサ ス で 平定 完 ゴ地 区 と未 平 定 地 区
の 人 「]を区 分 す る た め に あ え て 「開 化 」(civilization>と「未 開 」(wildness)
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と い う 用 語 を も ち だ し,し か も前 者 は 「キ リ ス ト教 徒 も し く は 開 化 さ れ た 種
族 」(Christianorcivilizedtribes)の意 味 を,後 者 は 「非 キ リ ス ト教 徒 も し く
は 未 開 の 種 族 」(norChristianorwildtribes)を意 味 す る 用 語 と して 使 用 さ
れ て い る こ と に ・ ア メ リ カ の 植 民 地 統 治 の 体 質 を 見 よ う と して い る 。 つ ま り,
ア メ リ カ に と っ て 自 国 の 配 ドと な っ た 住 民 を 「開 化 さ れ た(civilized)人々」
と呼 び ・ 依 然 と して 反 旗 を ひ る が え して い る 人 々 を 「未 開 の(wild)人 々」 と
呼 ん でs後 者 を さ げ す み な が ら,フ ィ リ ピ ン諸 島 住 民 の 人 種 的 序 列 化 を 試 み て
い る 事 実 を 批 判 的 に 考 察 して い る の で あ る12r)1。
こ れ に 対 し て,ラ フ ァ エ ル 論 文 で は ,平 定 完r地 区 の 人 口 が,「 肌 の 色 」
(COlor)によ っ て 分 類 され て い る 事 実 に と りわ け 注 目 して い る 。 ラ フ ァエ ル に
よ れ ば,『1903年人1=1センサ ス』 の 人 口 分 類 と し て も っ と も本 質 的 な 方 法 は ,
肌 の 色 に よ っ て,す べ て の 人 口 を分 類 す る と い う もの で あ っ た と述 べ て い る 。
ラ フ ァ エ ル は,平 定 完r地 区 と 表平 定 地 区 の 人 口 分 類 は 本 質 的 な も の で は な い
と 見 て い る 。 な ぜ な ら,こ の 分 類 は,各 地 に お け る 平 定 作 戦 が 事実 卜終 了す れ
ば,い ず れ 不 必 要 と な る も の だ っ た か らで あ る{21)。
事 実,『1918年セ ンサ ス 』 で は,人 口 を 「平 定 完J地 区 人 日 」 と 「未 平 定 地
区 人ri」 に 大 別 す る と い う 方 法 は と ら れ て い な い 。 と こ ろ が ,「茶 色 」
(brown),「混 血」(mixed),「黄 色 」(yellow),「白 色 」(white),「黒 色 」
(black)とい っ た,「 肌 の 色 」(color)によ っ て 人 口 を 分 類 す る 方 法 は ,そ の
後t「 肌 の 色 」(color)とい う 用 語 が 「人 種 」(race)に代 わ っ た と は い
え,1918年 と1938年 の 二 つ の 『セ ン サ ス 』 で も 繰 り 返 し 行 わ れ た の で あ
る【㌔ さ らに,先 述 の ベ ル ガ ラ の 指 摘 に よ れ ば,1946年 に フ ィ リ ピ ンが 独 立 し
た あ と,フ ィ リ ピ ン共 和 国 自 身 が 実 施 し た 『1948年セ ンサ ス 』 に お い て も,
こ の 「人 種 」 と い う 分 類 方 法 の も と で ,人 口 が 「茶 色 」(brown),「黄 色 」
(yellow),「白 色 」(white),「ア メ リ カ 人 」(American),「ニ グ ロ」(Negro),
「ネ グ リー ト」(Negrito),そして 「混 血 」(mixed)に分 類 さ れ て い る{231。こ の
よ う に,『1903年セ ンサ ス 』 で 導 入 さ れ た,「 肌 の 色 」 に 基 づ い て 人 口 を 分 類
す る 方 法 は,そ の 後s「 人 種 」 とい う枠 組 み で ほ ぼ そ の ま ま継 承 さ れ }独 立 直
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後 にいたるまで消 える ことはなかったのである。
結 び アメリカ植民地統治下のフィリピン国民の創出様式
以上,本 稿で考察 したように,『1903年セ ンサ ス』で は,本 質的な人 口分類
基準 は 「国籍」(citizenship)ではな く 「肌の色」(color)であ り,そ れは,の
ちの 『セ ンサ ス』 に 「人種(race)」とい う名 称 で継 承 され て い った。た だ
し,1918年と1939年の両 『セ ンサ ス』の 人口分類 方 法 を注 意深 く点検 す る
と,『1903年セ ンサ ス』 とは 異な り,「人種」 と 「国籍」の 二つの分類 方法 に
おいてすべ ての人口が分類 され るようになっていることに気がつ く。 この こと
は,『1918年セ ンサ ス』か ら,フ ィリピン諸島住民が 「人種」 と 「国籍」の二
つの分類基準で把握 され るようになったこ とを意味す る もの とい えよう。 ここ
におい て,フ ィリピ ン人は,一 ・方で 「フ ィリピン国民」 として植民 地 国家 に
よって掌握 されなが ら,他 方 にお いて,「人種」 によって序列化 され る とい う
状況 に置かれた ことにな る。そ して,こ れが,ア メ リカ植民地統 治に よるフィ
リピ ン国民の新たな創出様式であ った といえよう。
なぜ ア メリカはフ ィリピンにお いて この ような国民の創出様式 を選択 したの
であろうか。 この問題に対す る回答は,ビ セ ンテ ・ラファエ ルが強調 した,ア
メリカ植民地統治下 に実施 された3回 のセ ンサ スに見 られる 「肌 の色」や 「人
種」 といった分類 方法 だけでな く,ベ ニ ト・ベ ルガラが注 目した,『1903年セ
ンサ ス』固有の 「平定完了地区人口」 と 「未平定地 区人口」 の人 口分類 に も関
わる ことであ り,さ らに,本 稿で,筆 者が1903年セ ンサス実施 の政 治的背 景
と して第3番 目に指摘 したアメリカの フ ィリピン統 治政策の基本理念 とも大 い
に関連 した ものである。
まず,こ こで指摘 すべ きこ とは,合 衆 国政府 国勢 調査 局 に とって,人 口 を
「肌の色」で分類す る ことは,し ご く当然であ ったこ とで ある。 アメ リカで最
初のセ ンサ スが実施 されたのは1790年で,そ の ひ とつの 目的 は人 口を基礎 に
して各州の連邦議会代表数 を決 め るこ とにあ った⑫%以 来 ア メ リカで は10年
ごとにセ ンサスが実施 され,人 口分類方法 として,「白人」(whites)と「非 白
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人」(non-whites)に大 分類す る方法が採 用 されて きたのである(Z5)。したが っ
て,フ ィリピンの人口を 「肌の色」で分けるこ とは,ア メ リカ本土で長 らく採
用 されて きた人口分類方法に則 った ものであった。それはアメ リカ社会が建 国
以来,顕 在 的かつ潜在 的 に形 成 して きた,WASP(ア ングロサ クソ ン系 で新
教徒の白人WhiteAnglo-SaxonProtestant)を頂点 とす る人種的序 列を反映
する もの といえ よう。
それでは,な ぜ アメリカが,自 国の領土 を超 えて植民地で も同様 の人種 的序
列 に基づいた人口把握 を試みたのであろうか。 その理由は,米 中関係 の著名な
アメ リカ人研究者マ イケルrハ ン ト(MichaelHunt)がその著書 『イデオロギー
とアメ リカの外 交政策』(ldeologyandU.S.ForeignPolicy)でいみ じくも論 じ
て いるように,ア メリカの対外政策は,そ の初発 か ら国内の人種的序列 イデオ
ロギーに基づいて展開 されていた ためで ある㈱。 さらに,ウ ォル ター ・ウ ィリ
アム ズ(WalterWilliams)論文に よれば,アメリカは国内のアメ リカ ・インデ ィ
ア ン対策 をフィリピン統治のモデル としたのであ る　～郭。
す でに本稿 第1節 で紹介 した,1900年4月のマ ッキ ンレー大統領 の フ ィリ
ピン委員会に対す る指示書の なかで も,つ ぎの ように触れ られている。
「[フィ リピ ン]諸 島の未平 定の種族 を扱 うに際 して,[フ ィリピ ン]委
員会は,[ア メリカ連 邦]議 会が北米 イ ンデ ィアン種 族 に対 し彼 らの種族
的組織 と行政機構 を維持す るこ とを認 めた と同様の過程 を採用すべ きであ
る…」㈱,と 。
ここにアメリカの 「恩恵 的同化」の本質が あ り,『1903年セ ンサ ス』 は,そ
のひ とつの具現形態 であった と見るこ とがで きる。
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